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◆河川整備計画の基本的考え方

本計画は、河川法の３つの目的が総合的に達成できるよ
う、河川法第16条に基づき平成19年3月に策定された
「名取川水系河川整備基本方針」に沿って、同条の二項
に基づき、当面実施する河川工事の目的、種類、場所等
の具体的事項を示す法定計画を定めたものです。

1)洪水、高潮等による災害発生の防止

2)河川の適正利用と流水の正常な機能の維持

3)河川環境の整備と保全

計画の主旨

計画の対象期間

本計画の対象期間は、概ね30年間としています。

※策定後の状況変化や新たな知見、技術の進捗等により、必要に応じて適
宜見直しを行うものです。

計画の対象区間

本計画の対象区間は、国土交通省の管理区間（大臣管理
区間）である29.4㎞を対象とします。

※各県知事管理区間の整備計画の策定及び変更時に十分な協議、調整を図り、
不整合が生じないよう留意しています。

※整備の実施に当たっては、計画の進捗状況に応じて適宜連絡・調整を図り
実施しています。

＜名取川流域図＞

追
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◆河川整備計画の基本的考え方
河川整備の基本理念

地域の個性と活力、歴史や文化が実感できる川づくりを目指すため、以下の3点を基本理念に関係機関
や地域住民との情報の共有、連携の強化を図りつつ、治水、利水、環境の調和を図りながら河川整備
に関わる施策を総合的に展開します。

市街地に見られる豊かな自然環境と河川景観を守り、次世代に継承するため、行政

と市民の連携と協働のもと、流域一体となった河川環境の保全、創出を目指します。

また、河川環境の整備と保全が適正に実施されるよう、河川環境の適正な管理に努

めます。

名取川水系は、東北最大の都市を流れる川にふさわしい安全性と安心感の実現を

目指します。河川整備基本方針で定めた目標に向け、必要な各種治水対策を総合的

に展開し、洪水、内水被害、地震等さまざまな災害から沿川地域住民の生命と財産を

守るとともに、渇水に対する備えを充実させ、人々が安心して暮らせる安全な川づくり

を目指します。

また、地域の安全と安心が持続できるよう、流域の自然的、社会的特性を踏まえた

継続的・効率的な河川の維持管理に努めます。

都市を潤す豊かな自然
環境の保全と次世代へ
の継承

名取川水系を対象として実施されている活発な市民団体活動を促進するとともに、川

の恵みや災害時の恐ろしさを教育する場、川を通じた地域交流の場等を積極的に設け、

名取川・広瀬川を中心としたコミュニティーの創造と活性化に努めます。

名取川水系を中心とし
たコミュニティーの創造と
活性化

都市を流れる川にふさわ
しい安全性と安心感の
実現
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◆河川整備計画の基本的考え方
現在の名取川水系河川整備計画【大臣管理区間】の構成
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３章
名取川の現状と課題

治水に関する事項
･現在の治水安全度は未だ不十分な
状況にあり、過去に経験した戦後
最大洪水である昭和25年8月洪水と
同規模の洪水が発生した場合には、
甚大な被害が予想される。

治水に関する事項
･現在の治水安全度は未だ不十分な
状況にあり、過去に経験した戦後
最大洪水である昭和25年8月洪水と
同規模の洪水が発生した場合には、
甚大な被害が予想される。

利水に関する事項
・古くから水利用が盛ん。
･平成6年渇水や平成14年渇水など、
過去に大規模な渇水被害が発生

利水に関する事項
・古くから水利用が盛ん。
･平成6年渇水や平成14年渇水など、
過去に大規模な渇水被害が発生

環境に関する事項
･豊かで貴重な自然環境が随所に存
在。

･近年の水質は概ね環境基準値を満
足。

･貞山運河等、歴史ある景観資源が
多数。

･高水敷整備により利用者数が増加。

環境に関する事項
･豊かで貴重な自然環境が随所に存
在。

･近年の水質は概ね環境基準値を満
足。

･貞山運河等、歴史ある景観資源が
多数。

･高水敷整備により利用者数が増加。

維持管理に関する事項
･有害な植生の侵入による堤防の裸
地化。

･施設の大部分が、設置後20年以上
経過。

･不法行為による河川空間への悪影
響。

･災害に対する危機意識が希薄化。

維持管理に関する事項
･有害な植生の侵入による堤防の裸
地化。

･施設の大部分が、設置後20年以上
経過。

･不法行為による河川空間への悪影
響。

･災害に対する危機意識が希薄化。

４章
河川整備計画の目標に関する事項

洪水・高潮等による災害の発生の防止
又は軽減に関する目標

(1)戦後最大規模の洪水への対応

(2)河川管理施設等の安全性向上

(3)内水被害への対応

(4)大規模地震等への対応

(5)危機管理体制の強化

洪水・高潮等による災害の発生の防止
又は軽減に関する目標

(1)戦後最大規模の洪水への対応

(2)河川管理施設等の安全性向上

(3)内水被害への対応

(4)大規模地震等への対応

(5)危機管理体制の強化

河川の維持管理に関する目標

(1)河川管理施設の機能維持

(2)河道の機能維持

(3)河川空間の適正利用

(4)ダム等の施設および貯水池の管理

河川の維持管理に関する目標

(1)河川管理施設の機能維持

(2)河道の機能維持

(3)河川空間の適正利用

(4)ダム等の施設および貯水池の管理

河川環境の整備と保全に関する目標

(1)動植物の生息・生育・繁殖環境の保全

(2)水質の保全・改善

(3)景観の保全

(4)人と河川とのふれあいの場の維持創出

(5)健全な水循環系の構築に向けた取り組み

河川環境の整備と保全に関する目標

(1)動植物の生息・生育・繁殖環境の保全

(2)水質の保全・改善

(3)景観の保全

(4)人と河川とのふれあいの場の維持創出

(5)健全な水循環系の構築に向けた取り組み

河川の適正な利用および流水の正常な
機能の維持に関する目標

(1)河川の適正な利用

(2)流水の正常な機能の維持

河川の適正な利用および流水の正常な
機能の維持に関する目標

(1)河川の適正な利用

(2)流水の正常な機能の維持

５章
河川の整備の実施に関する事項

(1)堤防の整備

(2)河道掘削

(3)内水対策

(4)緊急河川敷道路

(5)老朽化施設対策

(6)河川管理施設の耐震対策

(1)堤防の整備

(2)河道掘削

(3)内水対策

(4)緊急河川敷道路

(5)老朽化施設対策

(6)河川管理施設の耐震対策

(1)水利用の合理化

(2)正常流量の確保

(1)水利用の合理化

(2)正常流量の確保

(1)動植物の生息・生育・
繁殖環境の保全

(2)水質の保全・改善

(3)景観に配慮した河川整
備

(4)人と河川とのふれあい
の場の創出

(5)健全な水循環系の構築
に向けた取り組み

(1)動植物の生息・生育・
繁殖環境の保全

(2)水質の保全・改善

(3)景観に配慮した河川整
備

(4)人と河川とのふれあい
の場の創出

(5)健全な水循環系の構築
に向けた取り組み

○河川の維持管理
(1)河川の調査
(2)河川管理施設の維持管理
(3)河道の維持管理
(4)河川空間の管理
(5)管理の高度化

○ダムの維持管理
(1)堤体および湖面の維持管

理
(2)流入土砂対策
(3)水質および環境の保全

○危機管理体制の整備・
強化

(1)洪水時の対応
(2)地震、津波対応
(3)水質事故時の対応
(4)渇水時の対応
(5)河川情報の収集・提供
(6)洪水ハザードマップの活

用支援
(7)水防活動への支援強化

○河川の維持管理
(1)河川の調査
(2)河川管理施設の維持管理
(3)河道の維持管理
(4)河川空間の管理
(5)管理の高度化

○ダムの維持管理
(1)堤体および湖面の維持管

理
(2)流入土砂対策
(3)水質および環境の保全

○危機管理体制の整備・
強化

(1)洪水時の対応
(2)地震、津波対応
(3)水質事故時の対応
(4)渇水時の対応
(5)河川情報の収集・提供
(6)洪水ハザードマップの活

用支援
(7)水防活動への支援強化

河川の整備に関する事項

河川整備を総合的に行うために必要な事項

○住民参加と地域との連携による川づくり
○河川整備の重点的、効果的、効率的な実施
○長期的な目標の達成にむけた調査・検討

○住民参加と地域との連携による川づくり
○河川整備の重点的、効果的、効率的な実施
○長期的な目標の達成にむけた調査・検討

１章

河川の整備に関する事項
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◆河川整備計画の目標
河川整備計画の目標

本計画で設定した治水、利水、環境及び維持管理それぞれの目標に向け、整備を実施します。

○計画の目標

・流水の正常な機能の維持
流水の正常な機能の維持に努め、アユをはじめとする

動植物の生息・生育・繁殖環境や良好な水質の確保等を
図るとともに、渇水時の流況の改善に努めます。

・戦後最大規模の洪水への対応
『戦後最大洪水である昭和25年8月洪水と同規模の洪水

が発生しても、外水氾濫による浸水被害を防止する』ことを整
備の目標とします。

・河川環境の整備と保全
多様な動植物の生息、生育・繁殖環境を保全するために、

良好な河川環境の維持・保全に努めます。
多様な動植物の生息、生育・繁殖環境を保全するために、

良好な河川環境の維持・保全に努めます。

・河川の維持管理
河川管理施設の状況を的確に把握するとともに、状態

を評価し、その結果に応じた改善を行い、治水、利水、
環境の目的を達成するための必要なレベルを持続させて
いくことを目指します。

治水

環境 維持管理

利水
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◆河川整備計画策定からの社会情勢等

社会情勢の変化

洪水・渇水の発生状況

・整備計画策定（平成21年6月）後、水系内には大きな変化は無いものの、河川の維持管理を適切に行
いつつ、現計画の目標達成に向け必要な事業等を着実に進めています。

・また、有事に備え、被害が最小限となるよう、危機管理体制の確保と強化に努めています。
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・平成17年から平成22年にかけて、人口や人口密度はほ
ぼ横ばいです。

・平成22年夏期に渇水が発生、また平成23年9月に、平成14
年7月洪水以来となる規模の洪水が発生しています。
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◆整備計画における治水対策（平成21年～平成50年,整備計画全体）

名取川水系河川整備計画（大臣管理区間）施工箇所位置図

•流下能力が不足している箇所については早期に河川整備を行い、水系全体の治水安全度を高めていく
必要があります。

緊急河川敷道路

延長 5.5km

緊急河川敷道路

延長 3.8km

＜凡 例＞

堤防の量的整備を実施予定の箇所

堤防の質的整備を実施予定の箇所

緊急河川敷道路を実施予定の箇所

河道掘削を実施予定の箇所

閖上水門改築
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平成22年度 堤防量的整備
（藤塚地区）
施工箇所 0.0km付近
施工延長 L=3,000m

◆整備計画における治水対策（平成21年～平成23年）

•流下能力が極端に低い地域において整備効果の早期発現を目指した治水対策を優先的に実施するなど、
上下流の治水安全度のバランスに配慮した整備を実施しています。

平成21年～平成23年 治水対策実施箇所位置図

＜凡 例＞

堤防の量的整備実施箇所

堤防の質的整備実施箇所

河道掘削実施箇所
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新名取橋

JR 太白大橋

広瀬川 笊川

藤塚 日辺 郡山 富田

閖上 閖上上 中田 上河原 熊野堂

名取川 整備前後流下能力図

堤防量的整備による効果

河道掘削による効果

平成22年度 河道掘削（日辺地区）
施工箇所 1.4km～2.2km

施工延長 L=0.78km 河道掘削 V=約２８千m3

完成堤防

83%

暫定堤防

14%

無堤3%

名取川堤防整備状況

平成23年3月時点

完成堤防

86%

暫定堤防

14%

平成21年3月時点
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《堤防断面》

◆堤防の量的整備
名取川 堤防の量的整備

•名取川で唯一無堤だった河口部左岸、藤塚地区において堤防の量的整備を実施しています。

•堤防整備に当たっては貴重な井土浦の環境に配慮し、学識者の意見を聴きながら工事を実施しています。

整備箇所位置図

◆堤防の量的整備

平成22年度 堤防量的整備（藤塚地区）
施工箇所 0.0km付近
施工延長 L=3,000m

井土浦川
→

洪水時の藤塚地区（H14.7洪水）

無堤箇所である藤塚地区の被害状況

名取川

井土浦

貞山運河
（新堀）

築堤
L=3,000m

当初の堤防計画位置

現在の堤防計画位置
貞山運河水門

藤塚地区堤防法線

ヒヌマイトトンボ

【井土浦】
井土浦は名取川の河口だった頃

の名残の潟湖で、良好な汽水域環
境を保持しており、汽水域の湿地に
生息する「ヒヌマイトトンボ」が確認さ
れていることから、「日本の重要湿
地500」(環境省）に選定されている。

これまでの堤防整備状況（平成21年3月以降）

藤塚地区環境検討委員会実施状況
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整備計画における治水対策（H21.6～H23.3までの進捗状況）

○緊急河川敷道路

○閖上水門改築

○堤防の量的整備 ○堤防の質的整備

○河道掘削

•上下流のバランスに配慮しながら整備計画策定後、整備を実施してきました。

3.0km/5.2km 58%

28千m3/185千m3 15%

0.0km/22.9km 0%

0.0km/8.0km 0%

0 2 4 6 [km]

整備済区間 整備必要区間

0 5 10 15 20 25 [km]

整備済区間 整備必要区間

0 2 4 6 8 10 [km]

整備済区間 整備必要区間

現在、早期事業

着手に向け

計画検討中

－－－

0.0k
左岸閖上地区

備考進捗率整備済区間整備必要区間位置対象地区

○河川整備計画事業費

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

[千m3]
整備済区間 整備必要区間

0 50 100 150 200 250

[億円]事業費(H21～H23) 事業費(全体)

35億円/228億円 15%

※228億円(H21～50)を現在価値化すると約154億円
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◆河川の維持管理

•河道の変動、河岸の浸食、護岸、根固工等の変状を早期に把握し、必要に応じて、機動的かつ効率的
に補修等を実施しています。樹木管理についても公募伐採を行うなど、住民との連携に努める。

洪水時に流下阻害となる樹木群

河道の維持管理

名取川では雑木伐採の
公募を行ったところ、
予想を超える応募数が
あり抽選まで行った。

※震災の影響で4区画のうち1区画は未着手。残り3区画は7～8割実施（面積未確認）

＜実施項目＞
・河道管理

（河道内施設の現状機能の保持）
①河道堆積土砂撤去
②護岸補修
③塵芥処理
（流木や不法投棄ゴミの撤去）

・樹木管理
（定期的に要伐採箇所を検討） 名取川 9k付近

平水位より低いためなるべく残すよ
う検討しながら掘削

河川空間の管理

名取川、広瀬川及び
笊川では、多くの不法
投棄が後を絶たえない
ため、監視体制の強化
や地域住民や関連機関
と連携して、不法投棄
の防止に努めています。 警察との合同巡視の様子

（平成22年12月実施）

名取川左岸7.8k 太白区大野田地先
不法投棄の状況
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流
況
改
善
区
間

導
水
ル
ー
ト

◆河川の適切な利用及び流水の正常な機能の維持
水質の保全・改善

•定期採水による分析及び水質自動観測装置により、河川の水質状況を把握しています。
•現在の良好な水質の維持、向上のため、既存の広瀬川導水施設等を適切に運用しています。

平成２２年度渇水の対応概要

広瀬川環境用水導水事業

7/29～8/31（8/12は台風により一時中止）

名取川から広瀬川へ導水

（広瀬川0.4m
3
/s 旧笊川0.1m

3
/s）

釜房ダム

7/29～8/31（8/12は台風により一時中止）

釜房ダムから放流（0.5m3/s）

愛子ため池・斉勝沼

8/23～8/26
愛子ため池及び斉勝沼から

約0.1m3/sの増放流

0

1

2

3

4

5

7/1 7/11 7/21 7/31 8/10 8/20 8/30

流
量

（
m
3
/
s
）

導水後

導水なし

導水後 導水なし

最小流量 0.8m3/s 0.4m3/s

維持流量
不足日数

21日間 28日間

維持流量
不足量 46万m3 96万m3

導水後流況

導水なし流況
0.8 m3/s

0.4 m3/s

平成22年7～8月における広瀬橋地点流況（日最小流量）

【平成22年夏季渇水の流況】

平成22年夏期渇水時の広瀬橋地点流況は7月下旬頃から悪化し、
渇水被害の拡大が予想されたため、流水の正常な機能の維持の
ため広瀬川導水施設の運用により、広瀬川の流況改善に努めま
した。

7月～8月末までの間で維持流量2.0m3/を下回った日数は、導
水後流況で21日間続きました。（導水を行わなかった場合28日
間と推定）

最小流量は0.8m3/sでしたが、導水を行わなかった場合、
0.4m3/sまで低下したものと考えられます。また維持流量に対す
る不足量を見ると、導水を行わなかった場合は約96万m3が不足
しましたが、導水によって46万m3に緩和されています。

導水前 8月31日12:00

導水後 8月31日15:00
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◆ダムの維持管理
近年の洪水調節実績

•釜房ダムでは洪水調節を行い、下流河川の水位低減を図っています。
•ダムで洪水調節を行うに当たっては、関係機関への情報提供及び下流沿川への注意喚起など、迅速な
対応を図っています。

平成23年9月洪水の洪水調節実績（釜房ダム）
近年の洪水調節実績

（釜房ダム）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0
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35.0

40.0
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量

（
m
m
/
h
）

0.0
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200.0

250.0

300.0
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m
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）

流域平均雨量

流域平均累加雨量

0

100

200

300

400

500

600

700

09/19

6時

09/19

18時

09/20

6時

09/20

18時

09/21

6時

09/21

18時

09/22

6時

09/22

18時

09/23

6時

流
量

（
m
3
/
ｓ
）

142.6

142.8

143.0

143.2

143.4

143.6

143.8

144.0

貯
水

位
(E
L
.m
)

流入量

全放流量

貯水位

累加雨量346.9mm

9月23日 02:00
最大雨量36.6mm

9月21日 20:00

最大流入量
633m3/s

9月21日 22:00

最高貯水位
EL143.94

9月22日 01:00

最大放流量
425m3/s

9月21日 23:00

総雨量 最大流入量
最大流入時
の放流量

(mm) (m3/秒) (m3/秒)

1 H14.7.10 223 917.57 477.31

2 H11.8.14 423 908.16 188.78

3 H1.8.6 228 883.70 510.29

4 S57.9.12 160 824.00 520.00

5 H1.8.27 190 777.14 177.64

6 S61.8.5 307 726.90 473.40

7 H6.9.29 250 712.29 467.41

8 H17.8.26 204 676.92 430.64

9 H23.9.21 347 633.89 436.19

10 H18.12.27 171 613.12 8.34

順位 洪水年月日

　※記載順位は、最大流入量を基準としたものです。
　　今回の洪水は、ダムが完成してから９番目に大き
　　い洪水となりました。


